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書道人口の増加に向けた毛筆産業
の活性化
書道人口の増加に向けた毛筆産業
の活性化

本町の伝統産業であり、積極的に支援する。(三村町長、岩田総務部長)

特
に
毛
筆
産
業

の
活
性
化
に
つ
い

て
、
町
と
し
て
ど

の
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
い
る
の

か
。ま

た
、
現
在
ど

の
よ
う
な
状
況
な

の
か
。

Ｑ
２地

味
だ
が
、
広
島
を
訪
れ
る

修
学
旅
行
生
等
に
対
し
て
、
出

前
的
な
書
道
体
験
や
絵
手
紙
の

作
成
な
ど
を
提
案
し
て
は
ど
う

か
。ま

た
、自
分
の
名
前
を
書
い
て

表
札
を
作
る
こ
と
は
ど
う
か
。

こ
れ
ま
で
、
後

継
者
育
成
事
業
や

筆
ま
つ
り
実
行
委

員
会
補
助
、
筆
の

里
工
房
の
運
営
を

通
し
た
筆
文
化
継

承
、
情
報
発
信
等

の
支
援
を
行
っ
て

き
た
。

本
年
度
は
、
筆

の
里
工
房
で
、
書

筆
、
画
筆
の
割
引

補
助
を
し
て
い

る
。ま

た
、
熊
野
筆

の
海
外
商
標
登
録

の
申
請
に
関
し
事

業
費
を
補
助
し
て

い
る
。

Ａ
２

Ａ
３

Ｑ
３ 町

と
し
て
も
組
合
や
商
工
会

と
協
議
を
し
て
、
そ
う
い
っ
た

ア
イ
デ
ア
の
募
集
等
も
含
め
、支

援
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

直
接
的
に
は
団
体
や
筆
組

合
、
商
工
会
、
個
々
の
等
の
取

り
組
み
に
な
る
が
、
リ
ー
ド
・

調
整
を
す
る
の
は
行
政
で
は
な

い
か
。

ど
ち
ら
が
リ
ー
ド
す
る
と
い

う
わ
け
で
は
な
く
、
町
と
し
て

は
、
国
や
県
の
情
報
提
供
に
務

め
、
方
向
性
を
統
一
し
て
い
く

よ
う
な
役
割
を
担
い
た
い
。

筆
産
業
の
現
状
は
厳
し
い
状

況
に
あ
り
、
前
向
き
な
補
助
な

り
助
成
を
検
討
し
て
い
く
。

⑦ くまの議会だより　第96号 くまの議会だより　第96号 ⑥

獣害対策用の電気柵の設置状況を現地で確認するなどの
緊急対策を講じた。（三村町長、森本建設部長）

獣害対策の電気柵の安全管理獣害対策の電気柵の安全管理

Ａ
Ａ

７
月
に
静
岡
県
西
伊
豆
町

で
、
獣
害
対
策
用
の
電
気
柵

に
よ
る
感
電
死
事
故
が
発
生

し
た
。

町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対

策
を
取
り
、
今
後
の
対
策
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

町
の
補
助
金
利
用
者
に

は
、
安
全
確
保
に
関
す
る
通

知
を
個
別
に
行
う
と
と
も

に
、
担
当
職
員
が
現
地
調
査

を
実
施
し
、
不
備
を
確
認
し

た
電
気
柵
は
、
個
別
に
指
導

を
行
っ
た
。

ま
た
、
農
業
祭
で
専
門
業

者
に
よ
る
安
全
対
策
の
解

説
、指
導
を
実
施
し
て
お
り
、

今
後
も
電
気
柵
の
適
正
な
設

置
管
理
に
つ
い
て
、
啓
発
に

努
め
る
。

Ｑ
２

Ａ
２ 電

気
柵
や
罠
の
設
置
に
よ

る
事
故
や
住
民
か
ら
の
苦
情

は
な
か
っ
た
か
。

現
時
点
で
は
、
苦
情
は
受

け
て
い
な
い
。

民法 正則 議員
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国民の祝日「山の日」
本町の山への取り組みは
国民の祝日「山の日」
本町の山への取り組みは
自然と触れ合える環境づくりを推進するため、里山の再生に
向けた取り組みを推進している。（三村町長、森本建設部長）

Ａ

「
山
の
日
」
８
月
11

日
が
来
年
祝
日
と
し
て

施
行
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
本
町
の
山
へ
の
取

り
組
み
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

ま
た
、
今
の
整
備
状

態
は
。

平
成
19
年
度
か
ら

「
ひ
ろ
し
ま
森
づ
く
り

事
業
」と
し
て
、森
林
を

管
理
す
る
団
体
等
が
あ

る
里
山
に
つ
い
て
、
山

道
の
整
備
、
案
内
板
や

ベ
ン
チ
の
設
置
、団
体
へ

の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

Ａ
２

Ｑ
２今

現
在
、
山
の
整
備

は
ど
の
辺
り
を
行
っ
て

い
る
の
か
。

今
年
度
は
、
新
宮
地

区
の
竜
王
山
の
山
道

を
、
昨
年
度
は
、
三
石

山
、
新
宮
地
区
の
竜
王

山
、
土
岐
の
城
の
深
原

ル
ー
ト
を
整
備
し
た
。

今
後
の
整
備
の
予
定
と
終

了
の
予
定
は
。

県
の
補
助
制
度
は
、
来
年

度
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、県

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ

る
こ
と
と
な
る
。

Ａ
４

Ｑ
４次

は
ど
の
山
か
、
計
画
は

な
い
の
か
。

地
元
団
体
か
ら
の
要
望
が

今
上
が
っ
て
い
な
い
の
で
来
年

度
の
計
画
は
で
き
て
い
な
い
。

Ａ
５

Ｑ
５山

の
整
備
に
伴
っ
て
、
そ

れ
を
利
用
し
た
町
の
行
事
を

行
っ
て
い
く
予
定
は
。

何
が
で
き
る
か
検
討
し
て

行
き
た
い
。

竹爪 憲吾 議員

諏訪本 光 議員
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本年度、空き家への対応を検討するため、関係各課の
担当者による「空き家対策検討会」を設置した。（三村町長、森本建設部長）

空き家対策空き家対策

Ａ

空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
施

行
後
、
本
町
に
お
け
る
空
き
家

の
現
状
と
今
後
の
取
組
み
に
つ

い
て
問
う
。

26
年
度
に
、
業
務
委
託
に
よ

る
１
次
調
査
を
終
え
、
２
次
調

査
と
し
て
職
員
に
よ
る
現
地
調

査
を
行
っ
た
。

現
時
点
で
は
、
倒
壊
に
よ
る

重
大
事
故
発
生
の
恐
れ
の
あ
る

も
の
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

Ｑ
２

Ａ
２ 空

き
家
問
題
は
広
範
囲
に
わ

た
っ
て
の
対
応
が
必
要
だ
が
、

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

本
年
度
、
関
係
各
課
の
担
当

者
に
よ
る
空
き
家
対
策
検
討
会

を
設
置
し
た
。
こ
の
検
討
会
で

空
き
家
条
例
の
整
備
、
住
民
窓

口
の
設
置
、
有
効
活
用
の
方
法

等
を
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
県
や
周
辺
市
町
と
も

情
報
交
換
を
行
い
、
対
策
に
活

用
し
た
い
。

大瀬戸 宏樹 議員
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年間排出量・処理費用等は、ここ数年横ばい状態で近隣
の市町に比べて少なく、現時点では有料化は考えていない。（清代民生部長）

ゴミ処理のあり方ゴミ処理のあり方

Ａ

本
町
の
ゴ
ミ
処
理
の
あ

り
方
に
つ
い
て
問
う
。

こ
こ
数
年
の
ゴ
ミ
の
量

の
推
移
は
。

平
成
20
年
以
降
、
７
千

４
０
０
ト
ン
前
後
で
推

移
、
処
理
費
２
億
５
千
万

円
前
後
、
町
民
１
人
当
り

に
換
算
す
る
と
年
額
１
万

円
程
度
で
あ
る
。

Ｑ
２

Ａ
２ 町

民
１
人
１
日
当
り
の

排
出
量
は
。

ま
た
、
近
隣
の
市
町
に

比
べ
る
と
ど
う
か
。

約
８
０
０
グ
ラ
ム
前

後
、
安
芸
郡
４
町
の
中
で

は
最
も
低
い
。

Ｑ
３

Ａ
３ 今

後
、
ゴ
ミ
の
有
料
化

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

現
時
点
で
は
有
料
化
は

考
え
て
い
な
い
。

竹爪 憲吾 議員
Q
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